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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本論文では，まず，翼素運動量理論とモーダル法を基本としたマルチロータシステム（MRS）の，

これまでにない空力弾性解析手法の開発結果が報告されている．また，この手法を用いた解析によ

り，ツインロータでサイドブームがタワーの動的応答に大きく影響すること，タワーのねじり剛性

が重要であること，さらに，3 ロータシステムと比較して，4 ロータシステムは，動的応答が同等

であるにもかかわらず，単基あたりの発電量が向上することなど，MRS の設計に関する新しい知

見が報告された．これらは，風力発電において空力弾性解析技術の進歩と風力発電のコストを大幅

に低減する可能性のある MRS の実用化，軽量化・低コスト化，ならびに，リスク低減に寄与する

ことが期待できる．  
よって，本論文は博士（学術）の学位論文に値するものと認める． 

 
 
 
 


